
令和７年度 第１回　事業評価対象事業の一覧表
（再評価）
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事　　業　　概　　要 審議区分

3 道路事業
一般国道２号
相生有年道路

R2 ④

●概要         　： 国道２号の兵庫県相生市若狭野から赤穂市東有年までの交通混雑の緩和、
                        交通安全の確保及び沿道環境の改善 を目的とした延長８．６ｋｍの道路。
●事業化年度　： 昭和60年度
●全体事業費　： 約505億円
●事業の進捗　： 約73％（令和7年3月末現在）、8.6kmのうち3.7km部分開通済み
●今後の予定　： 早期の開通を目指す。

重点

4 ダム事業
九頭竜川上流ダム
再生事業

R4 ③

●概要　　 　  ： 九頭竜川水系九頭竜川（福井県大野市）における既設ダムの有効活用による治水機能の向上。
●事業化年度　： 令和元年度
●全体事業費　： 約310億円
●事業の進捗　： 約3％
●今後の予定　： 令和2年度より実施計画調査に着手したが、令和5年12月に変更した河川整備基本方針を踏まえた効果検証
　　　　　　　　 等を行っていく。

一括

［再評価理由］
①：事業採択後３年間が経過した時点で未着工の事業
②：事業採択後５年間が経過した時点で継続中の事業
③：準備・計画段階で３年間が経過している事業
④：再評価実施後５年間が経過している事業
⑤：社会情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業
⑥：道路事業・街路事業における一体評価を実施するため、再評価時期を前倒しする事業
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近畿地方整備局

事業評価監視委員会

（令和７年度 第１回）



事業評価対象事業の位置図

相生有年道路

九頭竜川上流ダム再生事業




